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港 新 聞社会問題・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 水曜日社会問題・読者

全
港
湾

市
原
分
会

府
労
委
で
経
営
側
に
要
求

倒
産
後
も
職
場
に
残
っ
て

頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
組
合
員
さ

ん
た
ち
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し

ょ
う

。
倒
産
し
経
営
者
不

在
と
な
っ
た
港
湾
運
送
会
社

市い
ち

原は
ら

商
店

で
職
場
を
守
り

続
け
る
労
働
組
合
の
こ
と
を
五

月
号
で
報
じ
て
以
来
、
読
者
か

ら
こ
ん
な
声
が
何
度
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
六
月
末
、
そ
の
組

合

全
港
湾
大
阪
支
部
市
原
分

会
（
築
港
四
、
松
下
寿よ

し

誠な
り

分
会

長
、十
三
人
）を
訪
ね
ま
し
た
。

組
合
員
の
一
人
、
中
塚
吉き

ち

松ま
つ

さ
ん

（
三
先
）
に
よ
る
と
、

同
分
会
は
六
月
二
十
五
日
、
和

解
の
場

と
し
て
持
た
れ
た
大

阪
府
労
働
委
員
会
（
以
下
、
府

労
委
）
に
出
席
し
、
経
営
側
に

謝
罪

と

労
働
債
権
の
確

保

を
求
め
ま
し
た
。

◆
非
常
に
厳
し
い
見
通
し

既
報
の
通
り
、
倒
産
後
、
経

営
陣
は
姿
を
隠
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
日
は
会
長
、
前
社
長

ら
四
人
が
姿
を
見
せ
ま
し
た
。

組
合
側
は

経
営
が
危
機
に
瀕ひ

ん

し
た
時
、
民
事
再
生
も
含
め
、

可
能
な
方
法
で
乗
り
切
ろ
う
と

提
案
し
た
の
に
事
前
協
議
も
せ

ず
、
一
方
的
に
破
産
し
、
労
働

者
を
放
り
出
し
た
。
文
書
等
で

の
形
式
的
謝
罪
で
は
な
く
、
現

場
に
顔
を
見
せ
、
心
か
ら
の
謝

罪
を
し
て
ほ
し
い

と
主
張
。

一
方
の
労
働
債
権
に
つ
い
て

は
、

経
営
陣
が
揃
っ
て
自
己

破
産
を
申
請
し
た
こ
と

資
産

の
換
価
に
よ
る
債
権
の
配
分

は
、
全
体
の
一
割
程
度
が
破
産

財
団
に
入
り
、
労
働
債
権
は
そ

の
三
割
と
な
る
こ
と

等
か
ら

見
通
し
は
非
常
に
厳
し
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

◆
新
た
な
職
探
し
も
難
航

分
会
員
た
ち
は
一
方
で
は
職

探
し
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
人
が
親
戚
の
手
伝
い
に
就つ

け

た
だ
け
で
、
大
半
は
難
航
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ま
た
、

同
分
会
が
倒
産
後
も
守
り
続
け

て
い
た
本
社
社
屋
は
、
経
営
者

の
親
族
が
買
い
取
っ
た
た
め
、

六
月
末
に
明
け
渡
し
、
組
合
の

拠
点
は
七
月
か
ら
大
正
区
鶴つ

る

町ま
ち

の
倉
庫
に
移
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
第
二
回
府
労
委

が
、
続
い
て
債
権
者
集
会
が
持

た
れ
、
謝
罪
や
労
働
債
権
の
問

題
が
煮
詰
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

倒
産
と
経
営
者
雲
隠
れ
に
も
、

負
け
て
た
ま
る
か
！

と
職

場
を
守
り
抜
い
た
全
港
湾
大
阪

支
部
市
原
分
会
の
組
合
員

■
国
保
交
渉

高
す
ぎ
る
国

保
料
を
何
と
か
し
て
！

と
今

年
も
七
月
十
三
日
（
月
）
午
後

二
時
か
ら
港
区
役
所
五
階
会
議

室
で

国
保
交
渉

が
開
か
れ

る
。
誰
で
も
参
加
で
き
無
料
。

国
保
料
の
大
幅
引
き
下
げ
を

減
額
や
免
除
制
度
の
拡
充
を

窓
口
負
担
軽
減
制
度
の
充
実

を
と
区
役
所
担
当
者
に
要
求
。

減
免
・
分
納
交
渉
も
。
主
催
は

港
区
国
保
対
策
連
絡
会
。
持
ち

物
な
ど
詳
細
は

六
五
七
二

七
八
六
七
港
民
主
商
工
会
へ
。

■

１
万
人
の
笑
顔
大
作
戦

暗
い
話
題
の
多
い
現
代
社
会

を
少
し
で
も
明
る
く

と
日
本

ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
協
会
が
呼
び

か
け
る
日
本
初
の
イ
ベ
ン
ト
。

あ
か
い
は
な
の
日

で
あ
る

八
月
七
日
（
金
）
正
午
か
ら
一

分
間
、
笑
顔
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る

（
あ

か
い
は
な
）
を
一
人
ひ
と
り
が

つ
け
る
こ
と
で
日
本
中
に
笑
顔

の
輪
を
広
げ
よ
う
と
い
う
も

の
。

は
一

個
三
百
円
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
兼

ね
、
そ
の
収
益
は
入
院
中
の
子

ど
も
た
ち
の
療
育
環
境
改
善
に

使
わ
れ
る
。
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン

と
は

す
べ
て
の
こ
ど
も
に
こ

ど
も
時
間
を

と
入
院
児
童
を

定
期
訪
問
す
る
臨
床
道
化
師
の

こ
と
。
同
協
会
は
ク
リ
ニ
ク
ラ

ウ
ン
の
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

問
合
せ
・
申
込
は
主
催
の

実
行
委
員

会
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日

本
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
協
会
内
、

築
港
二

八

二
四

四
階
、

六
五
七
五

五

五
九
二
、

六
五
七
五

五
五
九
三
、

メ
ー
ル

＠

）
ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

■
み
な
と
麻
雀
大
会

八
月
三

日
（
月
）
正
午
か
ら

マ
ー
ジ

ャ
ン
ひ
ろ

（
磯
路
三

二
五

三

二
階
）
で
。
港
区
麻
雀

業
組
合
主
催
、
三
十
三
回
目
。

麻
雀
は
認
知
症
予
防
や
生
き
が

い
づ
く
り
に
効
果
が
あ
る
と
数

年
前
か
ら
注
目
。
健
康
麻
雀
ゲ

ー
ム
は
厚
生
労
働
省
か
ら
認
可

を
受
け
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

の
正
式
種
目
。
参
加
な
ど
の
問

合
せ
は

六
五
七
四

六
六
四

三
マ
ー
ジ
ャ
ン
ひ
ろ
ま
で
。

■
港
合
同

困
っ
た
時
の
労
働

相
談
村

一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合

港
合
同

が
、
昨

秋
以
来
の
大
量
首
切
り
な
ど
に

対
応
し
、
日
常
の
相
談
活
動
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
発
足
。
倒

産
、
解
雇
、
賃
金
遅
欠
配
、
条

件
切
り
下
げ
、
配
置
転
換
、
偽

装
請
負
、
組
合
潰つ

ぶ

し
等
々
ど
ん

な
労
働
問
題
に
も
経
験
豊
か
な

ス
タ
ッ
フ
が
親
身
に
対
応
。
相

談
無
料
。
当
面
の
開
設
日
は
八

月
六
日
（
木
）
、
八
月
二
十
一

日
（
金
）
の
各
十
七

二
十
時
。

南
市
岡
三

六

二
六

レ
ス

ト
ラ
ン
地
底
旅
行
駐
車
場
内
。

六
五
八
三

四
八
五
八
。

■
市
岡
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー

ム
公
開
講
座
２
０
０
９

き
か

な
そ
ん
そ
ん
♪
み
な
そ
ん
そ
ん

♪

遺
跡
か
ら
考
え
る
大

阪
の
歴
史

七
月
十
四
日

（
火
）、
同
二
十
八
日
（
火
）
の

各
午
後
七
時

八
時
半
、
大
阪

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
文

化
財
保
護
担
当
・
森
毅つ

よ

さし

ん
が

難な
に

波わ
の

宮み
や

跡
や
大
阪
城
跡
等
の
遺

跡
を
テ
ー
マ
に
大
阪
の
歴
史
を

紹
介

中
之
島
界か

い

隈わ
い

に
残
る
近

代
建
築

八
月
十
一
日
（
火
）
、

同
二
十
五
日
（
火
）
の
各
午
後

七
時

八
時
半
、
市
教
委
生
涯

学
習
部
文
化
財
保
護
担
当
・
植

木
久ひ

さ

さし

ん
が
中
央
公
会
堂
や
泉せ

ん

布ぷ

館か
ん

等
の
近
代
建
築
を
取
り
上

げ
大
阪
の
歴
史
と
文
化
を
紹

昨年の麻雀大会風景

介
。
無
料
。
同
校
で
ス
ラ
イ
ド

を
観
な
が
ら
話
を
聴
く
。
事
前

申
込
不
要
。

〇
八
〇

三
一

一
七

八
五
八
六
池
田
。

■
タ
イ
・
エ
イ
ズ
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
施
術

会

山
形
県
の
山
下
文
博
さ
ん

が
タ
イ
で
行
な
っ
て
い
る
エ
イ

ズ
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
癒い

や

し
施

術
を
支
援
し
、
日
本
気
道
術
学

会
が
主
催
す
る
月
例
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
施
術
会

写
真
。
第
十
三

回
は
七
月
十
七
日
（
金
）
十
八

二
十
時
に
港
区
民
セ
ン
タ
ー

一
階

菊

の
間
で
。
支
援
金

一
口
五
百
円
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
手
伝
い
さ
ん
も
募
集
中
。

〇
八
〇

一
四
〇
四

四
三
三

九

快か
い

生き

堂ど
う

堀
川
。

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

八
幡
屋
公
園
内
の
放
置

自
転
車
の
抜
本
解
決
を

（
田
中
１
・
小
西
正
敏
）

八
幡
屋
公
園
内
の
地
下
鉄
朝

潮
橋
駅
出
入
口
（
２

）
付

近
に
放
置
自
転
車
が
多
い

写

真

の
は
ご
存
じ
の
通
り
で

す
。地
下
鉄
利
用
者
の
一
部
が
、

市
営
の
有
料
駐
輪
場
を
利
用
せ

ず
、
公
園
内
に
停と

め
た
ま
ま
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
港
・
大
正
公
園
事
務
所
に

抜
本
的
な
解
決
策
を
お
願
い
し

ま
し
た
が
、

八
幡
屋
公
園
内

は
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
な
い
た
め
即
時
に
移
動
撤

去
で
き
な
い
。
適
正
化
条
例
に

基
づ
き
同
公
園
も
放
置
禁
止
区

域
に
指
定
す
る
よ
う
担
当
の
建

設
局
に
依
頼
し
て
い
る

と
の

回
答
で
し
た
。
が
、
仮
に
公
園

内
を
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
も
、
移
動
撤
去
に
あ
た
る
職

員
の
確
保
や
、
撤
去
さ
れ
た
自

転
車
を
保
管
す
る
場
所
の
確
保

等
い
ろ
い
ろ
課
題
が
あ
り
、
そ

れ
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
抜
本
的

な
対
策
と
し
て
、
東
京
都
練
馬

区
で
実
施
し
て
い
る
よ
う
に
、

公
園
内
の
一
画
に
有
料
の
自

転
車
置
き
場
を
設
置
す
る

こ

と
を
大
阪
市
に
提
案
し
て
い
ま

す
。

放
置
自
転
車
↓
移
動
撤

去

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
発
想

で
は
こ
の
問
題
は
解
決
し
な
い

と
考
え
ま
す
。
市
の
大
胆
な
発

想
転
換
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
え
え
の
か〈
三
題

（
池
島
１
・
勝か

つ

部べ

泰や
す

臣お
み

）

一
、
世
論
調
査
の
人
数
が
ち

と
少
な
過
ぎ
な
い
か
。
ほ
と
ん

ど
が
千
九
百
人
前
後
。
回
答
者

が
六
〇

の
千
百
人
程
度
。
統

計
の
本
に
よ
る
と
最
低
二
千
人

は
必
要
と
。
な
ら
ば
三
千
五
百

前
後
を
対
象
に
し
な
い
と
足
り

な
い
（
も
っ
と
も
四
〇

の
無

回
答
も

声
な
き
声

と
い
わ

れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
け
ど

）。

二
、
首
長
選
挙
の
投
票
率
の

低
さ
。
何
だ
ろ
う
一
体
。
宇
部

市
は
四
〇

に
も
な
ら
な
か
っ

た
。
ま
あ
そ
れ
だ
け
平
穏
無
事

な
ら
結
構
な
こ
と
だ
が
、
気
に

な
る
な
ァ
（
や
が
て
総
選
挙
。

笑
わ
れ
る
よ
、
ホ
ン
マ
）
。

三
、
中
身
が
な
く
て
も
人
気

者
。
そ
う
い
う
人
は
ほ
と
ん
ど

が
舞
い
上
が
り
、
や
が
て
失
速

し
て
落
ち
て
し
ま
う
。
も
う
何

度
も
見
て
い
る
は
ず
な
の
に
、

カ
ワ
リ
バ
ン
コ
に
出
て
く
る
か

ら
始
末
が
悪
い
（
出
て
く
る
野

郎
が
悪
い
の
か
、
選
ぶ
有
権
者

が
悪
い
の
か
、
分
か
ら
ん
こ
と

が
多
い
わ
、
ホ
ン
マ
）
。

大
型
店
・
量
販
店
で
は

ふ
れ
あ
い
な
く
淋
し
い

（
池
島
・

歳
女
性
）

毎
回
、
斬
新
な
記
事
に
目
を

奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

逆
境
に

耐
え
る
地
域
小
売
業

（
前
号

１
面
）
を
読
ん
で
。
幼
い
こ
ろ

親
し
ん
だ
店
が
次
か
ら
次
へ
と

大
型
店
に
お
株
を
奪
わ
れ
て
い

く
の
を
見
る
の
は
本
当
に
忍
び

な
い
こ
と
で
す
。
ス
ー
パ
ー
で

は
一
言
も
物
を
言
わ
な
く
て
も

買
い
物
が
で
き
、
人
と
人
と
の

触
れ
合
い
も
な
く
、
淋
し
い
限

り
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な

身
近
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
頂

き
た
く
思
い
ま
す
。

食
を
支
え
た
サ
イ
ロ

見
る
目
が
変
わ
っ
た

（
弁
天
４
・
女
性
）

大
阪
港
サ
イ
ロ
施
設
（
前

号
４
面
）
は
よ
く
自
転
車
で
前

を
通
り
ま
す
が
、

変
わ
っ
た

建
物
や
な

ぐ
ら
い
に
し
か
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
こ
の
記
事
で
、
戦
後
か
ら
大

阪
の
食
を
支
え
て
き
た
こ
と

や
、
円
筒
形
に
は
先
人
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、見
る
目
が
変
わ
り
ま
し
た
。

地
味
で
も
重
要
な
施
設
が
あ
れ

ば
、
ま
た
紹
介
し
て
下
さ
い
。

戦
争
に
抗
し
た
若
き
知
性

知
っ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

（
八
幡
屋
・

歳
女
性
）

戦
争
に
抗
し
た
若
き
知
性

の
見
出
し
（
前
号
３
面
）
に
惹ひ

き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
よ
り

若
い
学
生
が
、こ
ん
な
身
近
で
、

命
を
張
っ
て
戦
争
に
反
対
し
た

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
も
し
自

分
が
同
じ
時
代
に
生
き
て
い
た

ら
、
同
じ
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ

う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
港
戦
争
展
に
は
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年

は
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。


